
1-2-7b自分 
　「自分」の第2弾は、「アイデンティティ」について考えます。 

②アイデンティティ 
ⅰ）アイデンティティの危機 
　現代人の不幸は、自分を見失っていることだと言われます。 
　なぜそんなことが起こるのでしょうか。 

　一言でいえば、「個」という意識の肥大化のせいです。 

　私たちは、自らを「個人」だと考え、他の人との違いに「自分らしさ」を求めます。 
　が、「自分」とは「他者」とのかかわりのなかでこそ実感されるものでした。 
　現代人は、「自分らしさ」を求めて、自らを他者から切り離し、逆に「自分」を見失っ
てしまう、という大きな矛盾を抱えているのです。 
　これを「アイデンティティの危機」といいます。 

　そこで、、、 
　《自分探し》をする人がいます。 
　が、その人が探し出すのは、「本当の自分」ではなく、自分が打ち込める何かであった
り、大切に思える人であったり、、、結局、深くかかわれる「他者」です。 
　私たちが、「自分」を実感するためには、そうした「他者」とのたしかなかかわりが必
要なのです。 

ⅱ）自己同一性 
　「アイデンティティ」とは〈自分を実感すること〉です。 
　一般的に「自己同一性」と訳されます。 
　変化し続ける自己を一つの「自分」として実感するということです。 
　が、そのためには、他者とのたしかなかかわりを必要とします。 

　つまり、、、 
　他者とのたしかなかかわりをもつことで、私たちは、「これが自分だ」というたしかな
自己像が結べるわけです。 

ⅲ）アイデンティティをどう訳すか 
　さて、「アイデンティティ」の訳にはさまざまなものがあります。 

　たとえば、「自分らしさ」。 
　アイデンティティの言い換えとしてうまく使えることが多い訳ですが、一つ大きな問題
を抱えています。 
　これが、《個人》から見た訳だということです。 
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　先に述べたように、他から切り離された存在として自分をとらえることで、私たちは
「アイデンティティの危機」に陥ります。 
　アイデンティティを「自分らしさ」と考える思考こそが、アイデンティティを危機に陥
らせるわけです。 

　「個性」という訳も、同じ問題を抱えています。 
　だから、もっと《社会》的な側面を視野に入れた訳を考える必要があります。 

　たとえば、「生きがい」とか、「自分の居場所」とか、、、 
　その中でも最も大切な訳が「帰属意識」です。 
　ある社会に属しているという意識。 
　実は、この意識が私たちの「自分」を支えています。 

　先に上げた「私は高校生である」という例ですが、、、 
　正確に言い直せば、「私は高校生の一員である」です。 
　私は「高校生」と社会が見なすグループの一員であるという意味です。 

　この帰属意識こそ、他者とのかかわりの実態です。 
　 
　実は、「自分らしさ」や「個性」も帰属意識に支えられています。 
　たとえば、個性的であろうとして、真っ裸で街を歩く人はいません。 
　「変態」と言われるかもしれませんが、個性的だとは言われない。 
　個性的であるためには、社会が個性的だと見なすグループの一員でなければならないか
らです。 
　「自分らしさ」も同じです。 
　社会が見なす「自分らしさ」の一員でなければならない。 

　アイデンティティの根底には、常に帰属意識があります。 
　それは、他者とのかかわりのなかでしか自分が成り立たないからです。 

ⅳ）たしかさを求めて 
　自分を見失いがちな現代において､ナショナリズムが強まるのにはこうした背景があり
ます。 
　現代は、これまで以上に「不確かな」時代です。 
　戦後の日本、特に男性にとって、会社は一生を捧げるような「たしかな」存在だったか
もしれません。 
　しかし、今は多くの企業が倒産したり、身売りしたり、働く側も簡単に転職したり、リ
ストラされたりします。 
　近年、日本では、結婚が約60万組、離婚が約20万組で推移しています。 
　単純に3組に1組が離婚、という計算にはなりませんが、家族が「たしかさ」を失ってい
ることはたしかでしょう。 

﹅ ﹅ ﹅
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　そうしたなかで、決してなくなりそうにない「たしかさ」を国家に感じる人は多いよう
です。 
　これだけ無宗教だといわれる日本で、しかも、昨今宗教団体の内実が暴かれているにも
かかわらず、神にのめり込む人が相当数いるのも、同じ理由でしょう。 
　この「不確かな」時代に、私たちは、自分を支えてくれる「たしかな」他者を求めてさ
まよっているのかもしれません。 
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